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9
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

本年４月、中海を囲む４市で構成する「中海市長会」
に出雲市が加わり、鳥取県西部町村会（７町村）の代
表者をオブザーバーとする、「中海・宍道湖・大山圏
域市長会」が設立されました。
これにより、新たな市長会の圏域内人口は約 66 万
人となり、日本海側では有数の人口が集積した圏域と
なりました。
島根と鳥取の県境で接するこの圏域は、両県の文
化・物流の要所であり、産業基盤や歴史・文化に基づ
く多くの観光資源に恵まれています。さらに、２つの
空港と国際拠点港、高速道路など、陸・海・空の交通
インフラが整っており、このような基盤を圏域一体と
なって国内外にアピールできることは、企業誘致や観
光招致にも有利に働くものと考えております。
また、広域連携により自治体間の垣根を低くするこ
とで、一つの自治体では困難なことを、ほかの自治体
の協力で解決できる場合があります。昨年４月、吉佐
地区に公共下水道が開通しました。安来市の東端に位
置するこの地区は、地理的事情などにより、早急な整
備が進まない地域でした。それを、米子市の協力が得
られ、米子市の下水道施設に接続できたことは、広域
連携の一つの成果であると実感しています。
人口減少や少子高齢化により、まちの空洞化などが
全国各地で見られる中、圏域の自治体が手を携え、そ
れぞれの良さを分担し補い、圏域の底上げを目指して
いく。新たに誕生した新市長会は、一つのまちのよう
に一体となった発展を目指して、まずは、共通の課題
である観光振興、産業振興、環境保全の３分野での取
り組みを進めています。

比婆山神話フェスタ「イザナミ祭」
（５月６日、比婆山久米神社里宮にて）

肩で受け継ぐ伝統（ひろせ祇園祭）
「わっしょい！わっしょい！」。重さ約
１㌧にもなるみこしを力強く担ぎ、威勢の
いい掛け声とともに町内を練り歩きます。
担ぎ手の肩には、先人たちから受け継いだ
伝統と誇りがしっかりと刻まれています。
・撮 影 日 7月 2１日
・撮影場所 広瀬町内

今月の表紙

一つのまちのように
～中海・宍道湖・大山圏域市長会～
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万
が
一
の
と
き

１
分
１
秒
を
争
う
手
当
て

け
が
や
病
気
の
中
で
、
最
も
緊
急

処
置
を
要
す
る
の
は
、
心
臓
や
呼
吸

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
す
。

例
え
ば
、
プ
ー
ル
で
お
ぼ
れ
た

り
、
食
べ
物
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
た

り
、
あ
る
い
は
急
に
病
気
で
倒
れ
る

な
ど
、
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
場
合

は
、
１
１
９
番
通
報
を
行
う
と
と
も

に
、
居
合
わ
せ
た
人
に
よ
る
応
急
手

当
（
救
命
処
置
）
が
重
要
で
す
。

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
の
命

が
助
か
る
可
能
性
は
、
そ
の
後
約
１０

分
の
間
に
急
激
に
少
な
く
な
っ
て
い

き
ま
す
（
表
１
参
照
）。

そ
し
て
、
１
１
９
番
通
報
を
受
け

て
か
ら
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す

る
ま
で
に
要
す
る
時
間
は
、
全
国
平

均
で
約
８
分
（
安
来
市
は
平
成
２３
年

度
実
績
で
約
７
・
８
分
。表
２
参
照
）。

居
合
わ
せ
た
人
が
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
間
に
、
い
ち
早
く
救

命
処
置
の
行
動
を
す
る
こ
と
で
、
命

が
助
か
る
可
能
性
は
、
２
倍
以
上
に

高
ま
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

合 計

４８件

４０８件

７４０件

３５５件

６０件

１，６１１件

７．８分

その他

１９件

１６５件

７１件

１５件

２件

２７２件

４．６分

一般負傷

８件

５７件

１２８件

６８件

８件

２６９件

８．１分

交通事故

３件

２５件

６０件

４３件

１２件

１４３件

９．７分

急 病

１８件

１６１件

４８１件

２２９件

３８件

９２７件

８．３分

所 要 時 間

３分未満

３分以上～５分未満

５分以上～１０分未満

１０分以上～２０分未満

２０分以上

合 計

現場到着平均時間

９９
月月
９９
日日
はは
「「
救救
急急
のの
日日
」」
でで
すす

突
然
目
の
前
の
人
が
「
怪
我
を
す
る
」「
倒
れ
る
」
・
・
・

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
想
像
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

そ
の
と
き
あ
な
た
は
何
が
で
き
ま
す
か
？

（表２）
救急車が現場に到着するまでの
時間と出動回数
（平成２３年１月～１２月の安来市の出動状況）

（表１）
応急手当と救命曲線
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荒
島
地
区
は
、
昨
年
末
に
地
区

住
民
の
ほ
ぼ
３
人
に
一
人
が
65
歳

以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
で
は
、
急
に
具

合
が
悪
く
な
っ
て
救
急
車
を
呼
ん

で
も
、
う
ま
く
症
状
が
伝
え
ら
れ

な
い
な
ど
の
事
態
も
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
緊
急
事
態
に
備
え
る

た
め
、
荒
島
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
（
佐
々
木
碩
俊
会
長
）
で
は
、

同
地
区
の
３
団
体
と
連
携
し
て

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
作

製
し
、
６
月
中
旬
か
ら
希
望
す
る

世
帯
へ
の
無
料
配
布
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
キ
ッ
ト
は
、
か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
や
病
名
、
服
用
薬
、

緊
急
連
絡
先
な
ど
を
自
書
し
た
所

定
の
用
紙
を
入
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
。
用
紙
を
入
れ
て
冷
蔵
庫

に
保
管
し
て
お
き
、
も
し
も
の
と

き
に
掛
け
付
け
た
救
急
隊
員
が
、

こ
の
情
報
を
も
と
に
、
よ
り
迅
速

で
適
切
な
救
急
医
療
活
動
に
役
立

て
ま
す
。

す
で
に
荒
島
地
区
の
６
割
を
超

え
る
世
帯
に
キ
ッ
ト
は
普
及
。

佐
々
木
会
長
は
、「
万
が
一
の
と

き
の
一
助
と
な
り
、
一
刻
も
早
く

処
置
に
か
か
る
こ
と
で
救
え
る
命

が
あ
れ
ば
。
全
世
帯
へ
の
普
及
を

目
標
に
、
地
区
の
安
全
・
安
心
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
一

方
で
、「
こ
の
取
り
組
み
が
ほ
か

の
地
区
に
も
広
が
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
活
動
の
輪
の
広
が
り
に
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
。

⑥人工呼吸

気道を確保し、
空気が漏れな
いよう、鼻を
つまみながら
息を１秒以上かけて２回吹き込
む（胸が持ち上がるように）。
※人工呼吸ができない状況か、
ためらいがある場合は胸骨圧迫
を継続。

⑤胸骨圧迫

少なくとも胸が
５センチ沈む強
さと、１分間に
100回のテン
ポで 30回連続
で圧迫。

※手の付け根部分を
胸の真ん中にあて、
肘をまっすぐ伸ばし、
体重を掛けて押すこ
とがポイントです。

②反応（意識）を確認

耳元で声を掛
け、肩を軽く
たたいて反応
を確認。

①倒れている人を発見

倒れている人
（傷病者）の
周囲の安全を
確かめ、倒れ
ている人に駆
け寄る。

あなたの勇気が命を救う

救命のリレーは
あなたから

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
の
命
を
救
う
た
め
に
は
、
現
場
に
居

合
わ
せ
た
人
が
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
救
命
処
置
を
始

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
到
着
し
た
救
急
隊
に
バ
ト
ン
を

引
き
継
ぎ
、
救
急
隊
は
救
命
処
置
を
し
な
が
ら
病
院
へ
搬
送
し
て
、

医
師
に
バ
ト
ン
を
渡
す
。
こ
の
命
の
バ
ト
ン
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、

速
や
か
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
何
か
一
つ
で
も
行
動
に
移
し
、
救
命
リ

レ
ー
の
第
一
走
者
と
し
て
、
リ
レ
ー
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
「
安
全
・
安
心
」
に
つ
な
げ
ま
す

命命
のの
ババ
トト
ンン
「「
救救
急急
医医
療療
情情
報報
キキ
ッッ
トト
」」

●
荒
島
地
区
の
取
り
組
み
●

地区の民生委員の皆さんら
で手づくりした救急医療情報
キット（①）。医療情報を自
書した用紙（②）を入れて冷
蔵庫に保管し、ドアにはピン
ク色のマグネットシート
（③）を張り、目印にします。
※キットを手にするのは、荒
島地区社会福祉協議会の佐々
木会長。

応応急急処処置置のの手手順順

傷病者の訴えを聞き、必
要な応急処置を行います。

そ

心肺蘇生法
⑤と⑥の動作を繰り返す。

反
応
あ
り

反応なし

呼吸出現

Ｄ到着

４



救
命
処
置
を

行
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
事
態

は
突
然
や
っ
て

来
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
普
段
か
ら
正
し

い
救
命
処
置
の
技
術
や
知
識
を
身
に

つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
い
ざ
と
い
う
時
に
ど
う
対
応
す

れ
ば
い
い
の
か
」「
胸
骨
圧
迫
は
ど

こ
を
ど
の
く
ら
い
の
強
さ
で
押
し
た

ら
い
い
の
か
」「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
」

な
ど
、
一
度
で
も
講
習
を
受
け
て
い

れ
ば
、
よ
り
自
信
を
持
っ
て
行
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
受
講
人
数
や
時
期

に
関
係
な
く
、
救
急
講
習
会
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
お
け
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

⑦ＡＥＤ装着

ふたを開けて電源を入れる。（ふ
たを開けると自動で電源が入る機
種もあります）
あとは、音声メッセージと点滅す
るランプに従って操作。

⑨電気ショック

ＡＥＤのショック
ボタンを押し、１
回実施。

⑧心電図の解析

電気ショックが必要かどうか
自動で解析を始めます。（傷病
者の体に触れないでください）

④呼吸の確認

10 秒以内で
胸や腹部の上
がり下がりの
具合を見て、
普段どおりの
呼吸をしてい
るか確認。

回復体位（横向きの姿勢
で気道を確保した状態）
をとり、救急隊の到着を
待つ。

⑩心肺蘇生法を再開

ただちに⑤と⑥の動作を実施。

③大声で応援を呼ぶ

大声で助け
を呼び、協
力者が来た
ら１１９番通
報とＡＥＤ
を手配。

協力者がいない場合は、まずは
１１９番。

普段どおりの呼

ＡＥ

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
電気ショックを与えて心
臓の動きを取り戻すための
機器です。

●設置場所…公的機関（市庁舎、地区交流
センターなど）や医療機関、小中高等学校
など市内 83施設。（安来市消防本部把握数）

救
急
講
習
を

受
講
し
ま
せ
ん
か

救急隊に引き継ぐまで、または、普段ど
おりの呼吸が出現するまで、⑧～⑩の動
作を繰り返す。

必
要
な
し

呼吸なし

必要あり

呼吸あり

救急隊到着

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課

℡
２２‐

０
１
１
９

５



大
地
震
や
弾

道
ミ
サ
イ
ル
に

よ
る
外
部
か
ら

の
武
力
攻
撃
な

ど
、
緊
急
を
要
す
る
事
態
が
発
生
し

た
場
合
に
、
国
が
人
工
衛
星
を
利
用

し
て
発
表
す
る
情
報
を
、
自
治
体
経

由
で
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
瞬
時
に
伝

達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

安
来
市
で
は
、
国
の
発
表
と
同
時

に
、
行
政
告
知
端
末
か
ら
自
動
放
送

し
ま
す
。

●
こ
れ
ら
の
情
報
が
放
送
さ
れ
た
と

き
は
、
身
の
安
全
確
保
を
第
一
に
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
情
報
に
注

意
し
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く
だ

さ
い
。

行
政
告
知
端
末
に
よ
る
放
送
は
、

国
が
発
表
す
る
情
報
ご
と
に
、
次
の

２
通
り
の
方
法
で
行
い
ま
す
。

告
知
端
末
の
音
量
設
定
に
関
係
な

く
、
最
大
音
量
で
放
送
が
流
れ
、
同

時
に
緊
急
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
ま
す
。

告
知
端
末
に
設
定
し
た
音
量
で
放

送
が
流
れ
ま
す
。

※
チ
ャ
イ
ム
音
の
後
、「
こ
ち
ら
は

防
災
安
来
市
で
す
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

に
続
い
て
放
送
が
始
ま
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課

℡
２３‐

３
０
７
４

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
と
は

放
送
さ
れ
る
情
報

緊
急
地
震
速
報
（
地
震
到
達
前
に

お
知
ら
せ
す
る
放
送
）

島
根
県
東
部
が
対
象
と
な
る
推

定
震
度
４
以
上
の
地
震
。

国
民
保
護
情
報

安
来
市
が
対
象
地
域
と
な
る
ゲ

リ
ラ
・
航
空
・
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
、

大
規
模
テ
ロ
。

放
送
さ
れ
る
情
報

地
震
情
報

震
度
速
報
（
島
根
県
東
部
で
震

度
４
以
上
を
観
測
し
た
場
合
）。

気
象
情
報

安
来
市
が
対
象
と
な
る
警
報
。

（
大
雨
、
洪
水
、
暴
風
、
大
雪
、

高
潮
な
ど
）

緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊
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しし
まま
すす

国
が
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
通
じ
て
発
表
す
る
緊
急
情
報
を
、
９
月
１
日
か
ら
、

発
表
と
同
時
に
行
政
告
知
端
末
で
放
送
し
ま
す
。

全全
国国
一一
斉斉
にに

試試
験験
放放
送送
をを
行行
いい
まま
すす

次
の
日
程
で
試
験
放
送
（
全
国
一

斉
）
を
行
い
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

【
放
送
日
時
】

９
月
１２
日
㈬

▽
１
回
目
…
午
前
１０
時
ご
ろ

▽
２
回
目
…
午
前
１０
時
３０
分
ご
ろ

【
放
送
内
容
】

「
こ
れ
は
試
験
放
送
で
す
」

（
３
回
繰
り
返
し
）

「
こ
ち
ら
は
防
災
安
来
市
で
す
」

（
１
回
の
み
）

※
告
知
端
末
に
設
定
し
た
音
量
で
流

れ
ま
す
。

※
災
害
発
生
、
気
象
状
況
な
ど
に

よ
っ
て
は
、
試
験
放
送
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

臨臨
時時
放放
送送

放放
送送
内内
容容

緊緊
急急
放放
送送

●
状
況
に
よ
り
放
送
し
な
い
等
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
放
送
さ
れ
る
情
報
の
詳
細
な
ど
は
別
途
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
ま
す
。
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ポ リ オ 予 防 接 種

追加接種

４回目

―

３回目接種後６
カ月以上の間隔
をおいて接種

初回接種

３回目
それぞれ20日以上
の間隔をおいて接種

―

２回目１回目
標準的な
接種方法

生後３カ月
～12カ月

初回接種後
12カ月～
18カ月未満

電話番号
28-6688

22-1222

32-2121

32-2436

32-2439

37-1125

38-0634

37-1046

医療機関名
金藤内科小児科医院

杉原クリニック

安来市立病院

河村医院

朝山医院
井尻診療所
（常松医院）
赤屋診療所
（常松医院）
村上医院

電話番号
22-2065

28-8635

23-1236

27-0888

22-2064

22-2486

22-1855

22-2525

医療機関名
吉岡病院

森脇医院

杉原医院

杉原医院大塚分院

吉田医院

渡部医院

麦谷内科クリニック

野坂医院

各医療機関で通年接種が
できるようになります

これまでの生ポリオワクチンの接種は、春・
秋に集団接種を行っていましたが、不活化ポリ
オワクチンは医療機関での個別接種となり、一
年を通じて受けることができます。
※10月に予定していた集団接種は中止します。

※母子健康手帳で接種歴を確認し、医療機関で予
約の上、接種してください。未接種の人には個別
にお知らせします。

表２ 不活化ポリオワクチンが接種できる市内医療機関

●９月以降のポリオワクチン接種回数

不不活活化化ワワククチチンンがが合合計計
４４回回ととななるるよようう残残りりのの
回回数数をを受受けけててくくだだささいい

不不活活化化ワワククチチンンをを
ああとと３３回回
受受けけててくくだだささいい

不不活活化化ワワククチチンンをを
合合計計４４回回
受受けけててくくだだささいい

不不活活化化ワワククチチンンのの
必必要要ははあありりまませせんん

９９月月１１日日かからら不不活活化化ワワククチチンンにに替替わわりりまますす
接接種種方方法法はは、、集集団団接接種種かからら各各医医療療機機関関ででのの個個別別接接種種ととななりりまますす

ポリオワクチンを
まだ１回も
受けていない

生ワクチンを
すでに１回
受けている

不活化ワクチンを
１～３回
受けている

生ワクチンを
すでに２回
受けている

ポリオ（急性灰白髄炎）とは

接種方法が変わります

ポリオウイルスによる感染症で、乳幼児がか
かることが多い病気です。ほとんどの人は症状
がなく、知らぬ間に免疫ができますが、まれに
手や足に麻痺があらわれます。麻痺に対する確
実な治療法はなく、予防接種を受けて未然に防
ぐことが重要です。

●接種方法・接種回数
これまでの生ポリオワクチン接種は計 2回の
経口接種（口から飲む）でしたが、不活化ワク
チンでは皮下接種（注射）となり計 4回の接種
が必要です。
※生ワクチンを１回接種済みの場合は、不活化
ワクチンをあと３回接種することになります。
●接種間隔
２・３回目は前回の接種から 20日以上、４回
目は３回目接種後６カ月以上の間隔が必要で
す。（※表１参照）
●接種料金
生後３カ月～７歳６カ月の人は無料です。

●問い合わせ
子ども未来課℡２３‐３２０９

表１ 標準的な接種方法

７



採用者
３人
１人
１人
１人
６人

受験者
５３人
７人
１０人
４人
４３人

区 分
一般事務職員
技術職員（土木）
幼稚園教諭・保育士

調理職員
消防職員

取得率（Ｂ／Ａ）
２８．４％

平均取得日数（Ｂ／Ｃ）
１１．０日

全対象職員数（Ｃ）
５３４人

総取得日数（Ｂ
５，８５９日

総付与日数（Ａ）
２０，６５８日

■育児休業の取得状況…育児休業の承認 12人（女性職員）
■休暇・休業・休職の概要…年次有給休暇（20日）、病気休暇、特別休暇（※）、介護休暇、育児休業
※特別休暇…慶弔に関する休暇、産前・産後休暇、育児時間休暇、子の看護休暇、夏季休暇など

■公務災害の認定状況…7件（公務傷病・新規）
■健康診断受診者数 …定期健康診断 335人、人間ドック 184人、嘱託臨時職員健康診断 134人、

特殊健診（指曲がり症健診 39人、特定化合物健診 4人、頸肩腕健診 53人）
■メンタルヘルス・セクシャルハラスメントへの対応…

職員を対象として、相談窓口を設け、相談を受け付けています。
■福利厚生制度の概要…
・島根県市町村職員互助会：職員の相互救済および福利の増進を図るため、医療費給付、育児休
業助成、災害見舞金、施設利用助成を行っています。（安来市負担金 2,590 千円）

・職員互助会：職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項を実施するため、職員互助会を設置し、
健康維持増進などの事業を行っています。（安来市負担金 3,751 千円）

・島根県自治研修所への派遣研修 １８２人
・島根県自治研修所を除く機関へ
の派遣研修 ８５人
・内部研修 ６５１人

■１週間の正規の勤務時間…３８時間４５分
■１日の正規の勤務時間 …７時間４５分
■開始時刻…８時３０分
■終了時刻…１７時１５分
■休憩時間…１２時００分～１３時００分

■分限処分…休職２人 ■懲戒処分…該当なし

市民の皆さんに、市政に対するより一層のご理解をいただけるよう、条例に基づき、職員の人事行
政の運営等の状況をお知らせします。（広報紙４月号でお知らせした給与等に関するものを除きます）
詳しくは、市のホームページをご覧ください） ■問い合わせ…人事課 ℡２３‐３０２１

■職員研修の状況（人数は延べ数）

②職員の勤務時間その他の勤務条件

③職員の分限および懲戒処分の状況

安来市では、人材育成基本方針を定め、「求められる職員」を目指して、①市民に身近な職員、
②社会情勢に敏感な職員、③組織を経営できる職員を掲げ、職員の育成に取り組んでいます。

■勤務条件に関する措置要求…該当なし ■不利益処分に関する不服申立…該当なし

■職員の年次有給休暇の取得状況

・やりがいの創出、自己成長を目指した能力開
発と意識改革の支援。
・多様化する市民ニーズに対応できる能力育成。
・職種や職階に応じ求められる役割や能力育成。

⑦公平委員会の業務の状況

⑥職員の福祉および利益保護の状況

■職員研修の基本方針

④職員の服務の状況

⑤職員の研修状況

①職員の競争試験の状況
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新新刊刊図図書書紹紹介介

図説エリザベス一世 石井美樹子
話虫干 小路幸也
あなたが愛した記憶 誉田哲也
神渡し 犬飼六岐
東京タワーが見えますか。

江上 剛
エリートの転身 高杉 良
ふくろう 梶よう子
〈お子さんのほん〉
災害救助犬レイラ 井上こみち
ものまね名人 ツノゼミ

森島啓司
ずら～りイモムシならべてみ
ると・・・・ 高岡昌江
みょうがやど 川端 誠
おばけのコックさん 西平あかね

破戒者たち 高杉 良
クローバー・レイン 大崎 梢
出雲国歴史読本 新人物往来社
古事記・出雲国風土記の旅「神々の
くにそのくにびと」 川島芙美子
ぽっちゃりさんがかわいく
スッキリ見える服 ＮＨＫ出版
いつまでもきれいに！ぬいぐ
るみのお手入れ ＮＨＫ出版
〈お子さんのほん〉
ふしぎな図書館 村上春樹
火の話 黒田征太郎
猫の妖怪ホテル

妖怪ホテル編集委員会
がたんごとんがとんがとんざ
ぶんざぶん 安西水丸

二重生活 小池真理子
清須会議 三谷幸喜
花のさくら通り 荻原 浩
ラバー・ソウル 井上夢人
海賊とよばれた男 百田尚樹
月と雷 角田光代
出雲大社 千家尊統
子どもと楽しむ山歩き 上田泰正
古事記 菅野雅雄
風に吹かれて 高橋 力
〈お子さんのほん〉
おもいのたけ きむらゆういち
オバケの長七郎 ななもりさちこ
しらべよう！かんがえよう！
オリンピック３ 稲葉茂勝
おじゃる丸のまったり語録
おじゃる丸まったり委員会

安
来
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ご
当

地
ソ
ン
グ
３
曲
を
収
録
し
た

Ｃ
Ｄ
が
完
成
し
ま
し
た
。

作
詞
作
曲
を
手
掛
け
た
の

は
、
安
来
市
出
身
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
さ

ん
。
１
曲
目
の
「
あ
だ
ん
〜

こ
の
街
安
来
〜
」
で
は
、〝
あ

だ
ん
〞
や
〝
ど
げ
だ
か
ね
〞

〝
せ
た
も
ん
だ
〜
〞
な
ど
、
安
来
な

ら
で
は
の
方
言
が
歌
詞
に
散
り
ば
め

ら
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
楽
し
め
る
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
曲
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ダ
ン
ス
調
の
「
Ｆ
Ｕ

Ｎ
Ｋ
Ｙ

Ｄ
ｏ
ｋ
ｉ
！

Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ

Ｇ
Ｉ
」
や
バ
ラ
ー
ド
調
「
安
来
の
風

の
中
」に
は
、市
内
の
名
所
も
登
場
。

地
元
出
身
の
著
名
人
・
べ
る
を
さ

ん
、
ネ
ゴ
シ
ッ
ク
ス
さ
ん
、
田
部
由

美
子
さ
ん
の
３
人
も
コ
ー
ラ
ス
で
参

加
し
曲
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
さ
ん
は
「
観
光
の
お

役
に
た
て
れ
ば
光
栄
。
お
祭
り
や
発

表
会
な
ど
に
も
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
観
光
振

興
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

♪

●そのほかの新着図書情報は…http : // : www.city.yasugi.shimane.jp/p/1/11/

℡３７－００５０

安安
来来
市市
ＰＰ
ＲＲ
ソソ
ンン
ググ
がが
完完
成成
しし
まま
しし
たた

♩

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
さ
ん
（
安
来
市
ふ
る
さ
と
大
使
）
が
３
曲
制
作

ひろせ保育園の園児と踊りとともに
ＰＲソングを披露するＨＡＮＺＯさん
（7月 25 日・安来節演芸館にて）

ああだだんん！！聞聞ここええててくくるる～～
ここのの街街 安安来来～～♪♪

℡３２－４４５５

図書館からのお知らせ

℡２２－２５７４

●
価
格
…
千
円
（
税
込
）

●
販
売
場
所
…
観
光
交
流
プ
ラ
ザ
・

安
来
節
演
芸
館・
道
の
駅
あ
ら
エ
ッ

サ
・
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

●
問
い
合
わ
せ

安
来
市
観
光
協
会

℡
２３‐

７
６
６
７

あだん
～この街安来～

安来市ＰＲソング

９



由緒ある広瀬清水街道を地域資源として活用
しようと、宇賀荘地区の有志が新御堂集会所付
近から清水峠までの約 1.5 ㌔を修復しました。
広瀬清水街道は、広瀬藩の参勤交代に使用さ
れ、「歴史の道百選」にも選ばれている古道。
このうち、宇賀荘地内の山間部は、草や倒木な
どにより通行が困難な場所があり、宇賀荘交流
センターの呼び掛けで、草刈りや伐採などが行
われました。同センターの山根館長は、「今後
は案内看板や巣箱などを設置し、観光誘客や学
校の野外活動、ウオーキング大会など、皆さん
に親しまれる道にしたい」と展望を語りました。

ファミリーマートカップ第 32 回全日本バ
レーボール小学生大会の島根県大会が６月 23
日・24 日に行われ、男子は安来レイダース、女
子は十神レインボーの安来の２チームがそろっ
て優勝し、８月７日から川崎市などで開かれる
全国大会への切符を手にしました。
３年連続出場となる安来レイダース・谷口太
朗主将は「団結して昨年の２勝よりも良い成績
を残したい」と、初出場の十神レインボー・村
本雛子主将は「笑顔で楽しく戦い
たい」と、全国大会への意気込み
を語りました。全国に挑む十神レインボー（左）、安来レイダース
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第 10 回全国和牛能力共進会（10 月 25 日～29 日
に長崎県で開催）に出品する、島根県代表牛を選ぶ
審査会が７月 27 日、松江市内で開かれ、安来市か
らは、第４区（系統雌牛群）に出品した４頭が選ば
れました。
本大会は、５年に一度開催される和牛の品評会
で、「和牛のオリンピック」とも呼ばれています。
●出品者と代表牛は次のとおり
・清山高康さん（広瀬町富田）「ひみしゅろさだ号」
・中川清さん（広瀬町布部）「ひみきたやま号」
・細田浩敬さん（大塚町）「ひみひらとし号」
・永島竹美さん（広瀬町宇波）「ひみあきば号」

７月 27 日から３日間、清水寺でＤ－Ｋライ
ブ（神々の国しまね実行委員会主催）が行われ、
訪れた人は多彩な光が描く幻想的な空間を楽し
みました。
Ｄ－Ｋ（デジタル掛け軸）とは、建造物など
に 100 万枚ものデジタル絵画をプロジェクタで
投影する光のアート。境内では、空が薄暗くな
るころから、本堂や三重塔、石垣、石段、木々
などに、さまざまな紋様が浮かび上がり、ゆっ
たりとしたリズムで変化を続けました。光が織
りなす神秘的な世界に、時折り見物者から感嘆
の声が挙がっていました。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと
地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。
皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

全国和牛能力共進会への出品が決まった
安来の牛（島根県中央家畜市場）
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平成 15 年度から整備を進めていた国道
432 号菅原広瀬バイパス１工区（延長 2.7
㌔）が完成し、７月 11 日、開通しました。
国道 432 号は、広島県竹原市を起点に松
江市相生町の国道９号に至る全長約 210 ㌔
の広域幹線道路。このうち、今回整備され
た菅原から広瀬の区間は、道幅が狭く、カー
ブの多い難所となっていました。開通によ
り、安全で円滑な交通が確保され、広域的
な交流や物流の促進など、地域のさらなる
活性化が期待されます。

７月 25 日に母里夏祭りが母里交流センター周
辺で行われ、花火の見物客や屋台を楽しむ大勢
の人でにぎわいました。
お祭りは、母里小学校の鼓笛隊パレードで開
幕。伯太中学校吹奏楽部の演奏のあと、きらび
やかなみこしを担いだ子どもたちが登場し、
「わっしょい、わっしょい」と、元気な掛け声
で町中を練り歩きました。
フィナーレでは、約 1350 発の花火が、近くの
田園から打ち上げられ、歴史的景観を残す母里
のまちに彩りを添えていました。

消防士の仕事を知ってもらおうと７月 29 日、
安来市消防署で一日消防署体験学習があり、市
内の小学校３～６年生 50 人が、消防士が日々
取り組んでいる訓練などを体験しました。
体験学習では、はしご車への搭乗や放水など
の体験をした後、応急手当などを学習。このう
ち、約 15 メートルの長さに張られたロープを
仰向けの体勢で渡る訓練を体験した参加者は、
「腕が疲れて最後まで行くのが大変だった」
と、消防士の訓練の厳しさを実感
していました。

完成した川平大橋を渡り初めする関係者ら。開通式では、
広瀬幼稚園園児 19 人による尼子キッズ隊の太鼓演奏や、
尼子武者隊が勝ちどきを上げるなど、開通を祝いました。

はしご車のバスケットか
ら高さを体感（右）。
腕の力だけで素早く進む
ロープ渡りを体験（下）
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安来高校美術部の部員が、江戸時代に伯太川
に土手を築いて洪水の苦しみから救った、松江

わかさのかみ

藩主の京極若狭守忠高の功績を紹介する紙芝居
を製作し、７月 13 日、同校の文化講座で披露
しました。
紙芝居は、忠高の功績を子どもたちに知って
もらいたいと、足立耕さん（大塚町）が台本を書
き上げ、絵の製作を同校美術部に依頼。部員が
手分けをして 12 枚の絵を描き、完成しました。
部員の一人は、「（紙芝居を見て）子どものころ
から知ってもらえるとうれしい」と話しました。

国生みの神、イザナミノミコトが葬られたと
伝えられる比婆山を仰ぎ見る上の台緑の村で７
月 21 日、比婆山再生活性化協議会主催の奉納コ
ンサートが開催されました。
夕暮れ時には安来カントリーボーイズ（写真
左上）の朗らかな歌声と、辺りが夕闇に包まれ

みず え

てからは伯太町出身のヴォーカリスト瑞 さん
ウ ェ ー ル ム

（同下）の澄んだ歌声や、ＶＥＲＵＭによるピ
アノとヴァイオリンの幻想的な演奏が山あいに
響き、集まった観衆は、厳かな雰囲気の中に漂
う音楽の調べに聞き入っていました。

荒島地区の夏の風物詩、「あらしまこーふん
ふぇすた」が７月 29 日、荒島小学校校庭など
で開催され、水を張った田んぼでは、恒例の
どろんこバレーに 11 チームが参加し、泥にま
みれながら熱戦を繰り広げました。
古事記 1300 年記念にちなんで、古代人の姿
に仮装したチームも出場する中、試合は、多
くの選手が泥に足を取られて悪戦苦闘。一方
で、泥にダイブするハッスルプレーも続出し、

選手も観客も楽しめるひととき
となりました。

上の台緑の村は、中
海や島根半島、日本
海などが一望できる
絶好のロケーション
が魅力です。
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指
定
管
理
者
導
入
施
設
の
事
業

評
価
を
行
い
ま
し
た

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
９

安
来
市
で
は
、
公
共
施
設
の

管
理
運
営
を
効
果
的
・
効
率
的

に
行
う
た
め
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

平
成
２３
年
度
は
、
３３
施
設
で

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
・
運

営
が
行
わ
れ
、
施
設
ご
と
に
施

設
管
理
・
経
営
・
事
業
展
開
な

ど
の
視
点
か
ら
事
業
評
価
を
行

い
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
安
来
市
行

政
サ
イ
ト
」
の
「
指
定
管
理
者

制
度
関
連
情
報
」
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
掲
載
期
間
は
平
成
２５

年
８
月
３１
日
ま
で
）

永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦

覧●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
１
３
５

登
録
対
象
者

平
成
４
年
９
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
２４
年
６
月
１
日
ま
で
に
住

民
登
録
を
済
ま
せ
、
引
き
続
き

３
カ
月
以
上
安
来
市
に
居
住
し

て
い
る
人
。

縦
覧
期
間

９
月
３
日
㈪
〜
９

月
７
日
㈮
８
時
３０
分
〜
１７
時

縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
安
来
●庁
）

異
議
申
出

登
録
さ
れ
る
資
格

が
あ
る
の
に
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
縦
覧
期
間

中
に
異
議
の
申
出
書
を
選
挙
管

理
委
員
会
に
提
出
で
き
ま
す
。

島
根
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
の
登
録

●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
１
３
５

登
録
対
象
者

市
内
に
住
所
ま

た
は
事
業
場
を
有
す
る
漁
業
者

や
漁
業
従
事
者
で
、
１
年
に
９０

日
以
上
漁
船
を
使
用
し
漁
業
を

営
む
（
従
事
す
る
）
人
。

申
し
込
み

９
月
５
日
㈬
ま
で

に
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
登
録

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

安
来
市
長
選
挙
・
安
来
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙
立
候
補
予
定
者

説
明
会

●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
１
３
５

日
時

９
月
１２
日
㈬
１４
時
〜

場
所

安
来
中
央
●交
３
階
講
義

室選
挙
日
程

▽
告
示
日
…
１０
月

１４
日
㈰

▽
投
票
日
…
１０
月
２１

日
㈰

そ
の
他

投
票
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
、
広
報
紙
１０
月
号
（
９

月
２０
日
発
行
）
に
あ
わ
せ
て
お

配
り
す
る
選
挙
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

就
学
時
健
康
診
断
の
実
施

●問
教
育
総
務
課
℡
２３‐

３
３
１
０

来
年
度
、
小
学
校
に
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
１０

月
中
旬
か
ら
１１
月
に
か
け
て
実

施
し
ま
す
。

対
象
の
ご
家
庭
に
は
、
事
前

に
文
書
で
ご
案
内
し
ま
す
。

取
り
扱
う
も
の

取
扱
時
間

手
数
料
な
ど

住
民
票
の
写
し
（
※
１
）
８
時
３０
分
〜
１７
時

３
０
０
円

印
鑑
証
明
書
（
※
２
）

３
０
０
円

イ
エ
ロ
ー
バ
ス

定
期
券
・
回
数
券

７
時
３０
分
〜
１９
時

料
金
・
路
線

な
ど
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い

取
り
扱
う
も
の

取
扱
時
間

手
数
料
な
ど

戸
籍
謄
抄
本
（
※
４
）

７
時
３０
分
〜
１９
時

４
５
０
円

所
得
証
明
書

課
税
証
明
書
（
※
５
）

７
時
３０
分
〜
１９
時

３
０
０
円

市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

土
日
・
祝
日
も
開
設
し
て
い
ま
す

観
光
交
流
プ
ラ
ザ
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
」

●問
市
民
課
℡
２３‐

３
０
８
０

行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
℡
２３‐

７
６
６
７

観
光
交
流
プ
ラ
ザ（
Ｊ
Ｒ
安
来
駅
隣
接
）の
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
書
の
即
日
交
付
、
戸
籍
謄
本
や
一

部
の
税
関
係
証
明
書
の
取
次
業
務
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

開
設
時
間

７
時
３０
分
〜
１９
時
（
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
）

取
扱
業
務

●
そ
の
場
で
交
付
で
き
る
も
の

行行

政政

※
１
…
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
の
も
の
。

※
２
…
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
取
り
次
ぎ
の
た
め
お
時
間
を
い
た
だ
く
も
の

申
請
書
を
受
け
付
け
、
後
日
、
交
付
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
４
…
本
人
ま
た
は
直
系
親
族
の
現
在
戸
籍
。

※
５
…
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
の
も
の
。

手
続
き
に
は
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

（
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
定
期
券
・
回
数
券
の
購
入
時
は
不
要
）
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特
定
の
血
液
製
剤
に
よ
り
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人

へ
の
給
付
金

●問
厚
生
労
働
省
相
談
窓
口
（
受

付
は
平
日
９
時
３０
分
〜
１８
時
）

℡
０
１
２
０‐
５
０
９‐

０
０
２

出
産
や
手
術
に
お
け
る
大
量

出
血
な
ど
の
際
に
、
特
定
の
血

液
製
剤
を
投
与
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
さ
れ
た
人
に
対
し
、
給

付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

請
求
期
限

平
成
２５
年
１
月
１５

日

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
甲
種
・

乙
種
全
類
・
丙
種
）

●申
●問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

島
根
県
支
部

℡
０
８
５
２‐

２７‐

５
８
１
９

期
日

１１
月
４
日
㈰

場
所

松
江
市
ほ
か

受
付
期
間

９
月
４
日
㈫
〜
９

月
１８
日
㈫
（
電
子
申
請
は
９
月

１
日
㈯
〜
９
月
１５
日
㈯
）

そ
の
他

受
験
願
書
は
、
消
防

本
部
、
広
瀬
・
伯
太
各
分
署
、

比
田
分
駐
所
に
設
置
。

終
戦
当
時
の
引
揚
者
・
ご
家
族

の
皆
さ
ん
へ

●問
境
税
関
支
署

℡
０
８
５
９‐

４２‐

２
２
２
８

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て

い
る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す
。
返
還
の

申
し
出
は
、
本
人
ま
た
は
家
族

の
人
が
で
き
ま
す
。

▽
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
た
人
が
、
上
陸
港
の
税
関
、

海
運
局
に
預
け
た
も
の
。

▽
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総

領
事
館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど

に
預
け
た
も
の
の
う
ち
、
日
本

に
返
還
さ
れ
た
も
の
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

９
月
６
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

９
月
６
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２３
年
１１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時

９
月
２０
日
㈭
９
時
〜
９

時
４５
分

場
所

伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

９
月
２０
日
㈭

１３
時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２１
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用

歯
ブ
ラ
シ
、
当
日
朝
の

尿
。

印
鑑
登
録
に
つ
い
て

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
に

は
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）
が

必
要
で
す
。
な
お
、
旧
安
来
市
・

広
瀬
町
・
伯
太
町
発
行
の
印
鑑

登
録
証
を
お
持
ち
の
場
合
、
新

た
に
登
録
（
有
料
）
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
印
鑑
登
録
に
必
要
な
も
の

①
登
録
す
る
印
鑑

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
顔
写
真
付

の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な

ど
、
官
公
署
が
発
行
す
る
顔
写

真
付
の
書
類
）

※
②
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
や

代
理
人
が
登
録
さ
れ
る
場
合
は
、

市
民
課
ま
た
は
広
瀬
・
伯
太
各

地
域
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

③
手
数
料
（
３
０
０
円
）

●申
●問
▽
市
民
課（
安
来
●庁
・
℡

２３‐

３
０
８
０
）

▽
広
瀬
●地

（
広
瀬
●庁
・
℡
２３‐

３
２
０
０
）

▽
伯
太
●地
（
伯
太
●庁
・
℡
２３‐

３

３
０
０
）

見本

印鑑登録証（カード）

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

ビデオライブラリー 手話、字幕入りビデオの貸し出し。
相談業務 ろうあ者の相談員・手話通訳員が、各種相談に応
じ、自立と社会参加のための支援や情報提供を行います。
中継連絡サービス 電話などによる意思伝達ができない場合
に、ファクシミリや電子メールなどで連絡を受け、センター
が相手方に連絡します。（例：病院の診療、ホテルの宿泊
予約など）
難聴者・中途失調者のための手話教室

初歩的な手話の学習です。

●問島根県聴覚障害者情報センター
℡０８５２‐３２‐５９６０／FAX０８５２‐３２‐５９６１
Ｅメール center@shimane-choukaku.jp

気気軽軽にに
ごご利利用用
くくだだささいい

保保

健健

「聴覚」に障がいのある人、家族の皆さんへ

島根県聴覚障害者情報センター

センターの主な業務
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Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

９
月
１２
日
㈬
１３

時
１５
分
〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時

間
）
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
対
象

９
月
２５
日
㈫

▽
７
〜
８
カ
月
児
９
時
４５
分
〜

１０
時

▽
１２
〜
１８
カ
月
児
１３
時

３０
分
〜
１３
時
４５
分（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

９
月
２１
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
前
に
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
子
育
て
に
つ

い
て
、
夫
婦
で
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

９
月
２８
日
㈮
１３
時
１５
分

〜
１３
時
３０
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

妊
婦
と
そ
の
夫
。

内
容

助
産
師
さ
ん
の
お
話
会

「
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
心
と
身

体
の
準
備
」
※
講
師
は
、
島
根

県
立
大
学
短
期
大
学
部
教
授

（
助
産
師
）・
三
島
み
ど
り
氏
。

申
込
期
限

９
月
２６
日
㈬

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
講
座
「
す
て
き
に
子
育

て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

（
託
児
あ
り
・
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
悩

み
が
少
し
楽
に
な
る
講
座
で
す
。

お
父
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
聞

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所

９
月
１０
日
㈪
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

助
産
師
さ
ん
に
よ
る
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
。
赤
ち
ゃ
ん
も
お

母
さ
ん
も
気
持
ち
よ
く
な
り
ま

し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

９
月
１９
日
㈬
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

対
象

１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者
。

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

※
場
所
は
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

９
月
３
日
㈪
・
１０
日
㈪
・

２４
日
㈪
、
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
オ
フ
ィ
ス
２
０
１
０
（
セ
ブ

ン
）
対
応
エ
ク
セ
ル
初
級
コ
ー

ス日
時

９
月
２４
日
㈪
・
２５
日
㈫
・

２７
日
㈭
・
２８
日
㈮
（
４
日
間
）、

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人（
５

人
以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル

夜
間
コ
ー
ス
（
オ
フ
ィ
ス
２
０

１
０
対
応
）

日
時

９
月
２５
日
㈫
〜
１０
月
１２

日
㈮
の
間
の
毎
週
㈫
㈮
（
６
日

間
）
、
１７
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人（
５

人
以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

受
講
料

３
０
０
０
円
（
１
回

２
時
間
）
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時
・
場
所

▽
９
月
６
日
㈭
・
１４
日
㈮
・
２５

日
㈫
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
、

松
江
保
健
所

▽
９
月
１３
日
㈭
１３
時
３０
分
〜
１５

時
３０
分
、
安
来
中
央
●交

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

担
当
者

精
神
科
医
師
、
保
健

師
。

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

日
時
・
場
所

９
月
２０
日
㈭
９

時
〜
１２
時
、
安
来
中
央
●交

内
容

多
重
債
務
、
契
約
・
解

約
、
取
引
、
販
売
方
法
、
価
格
・

料
金
、
品
質
・
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
、
表
示
・
広
告
な
ど
。

イベント情報QRコード

相相

談談

教教
室室
・・
講講
座座
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全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
（
無
料
・
申
込
不
要
）

●申
●問
松
江
地
方
法
務
局

℡
０
８
５
２‐

３２‐

４
２
０
０

日
時
・
場
所

９
月
２３
日
㈰
１０

時
〜
１６
時
、
松
江
テ
ル
サ

内
容

相
続
・
売
買
な
ど
の
登

記
や
会
社
設
立
、
土
地
境
界
、

婚
姻
・
離
婚
な
ど
の
戸
籍
、
人

権
、
遺
言
、
任
意
後
見
契
約
、

給
料
差
し
抑
え
な
ど
の
供
託
、

多
重
債
務
な
ど
。

相
談
員

法
務
局
職
員
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
公

証
人
、
人
権
擁
護
委
員
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

●問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０‐

１
１
４‐

２
３
４

島
根
県
司
法
書
士
会
の
司
法

書
士
が
、
法
律
や
登
記
に
関
す

る
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所
（
松
江
会
場
）

９
月
８
日
㈯
１３
時
〜
１７
時
、
島

根
県
司
法
書
士
会
館（
松
江
市
）

相
談
内
容

遺
産
相
続
、遺
言
、

不
動
産
の
売
買
、
名
義
変
更
登

記
、
お
金
の
貸
し
借
り
、
借
金
・

ロ
ー
ン
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
悪
質

商
法
、
会
社
の
登
記
、
裁
判
、

調
停
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
の

財
産
管
理
な
ど
。

そ
の
他

▽
予
約
不
要
で
す
が
、

予
約
を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す

▽
予
約
受
付
（
平
日
１２

時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
）

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

●●
相
談
時
間
等
は
、
次
の
と
お

り
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
相
談

社
会
福
祉
協
議
会

℡
２３‐

１
８
５
５

市
民
相
談

市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

人
権
施
策

推
進
課

℡
２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談

い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
２
０

第
９
回
安
来
市
長
杯
囲
碁
大
会

●問
日
本
棋
院
安
来
支
部
・
成
相

℡
２３‐

１
４
１
５

日
時
・
場
所

９
月
１６
日
㈰
９

時
３０
分
〜
、
安
来
中
央
●交

参
加
料

１
３
０
０
円
（
小
学

生
３
０
０
円
、
中
学
生
５
０
０

円
、
高
校
生
１
０
０
０
円
）
※

当
日
会
場
で
受
け
付
け
。

競
技
方
法

▽
Ａ
級
（
５
段
以

上
）
▽
Ｂ
級
（
４
段
〜
２
段
）

▽
Ｃ
級
（
初
段
以
下
）

※
段
、級
差
１
目
の
手
合
割
り
、

コ
ミ
６
目
半
。

表
彰

各
級
の
優
勝
・
準
優
勝

者
に
賞
状
・
盾
・
副
賞
。

イイ
ベベ
ンン
トト

子どものプロフィールなどを持ち寄り、親同士で情報交換。
２，０００円（複数人での参加は３，０００円）

ＮＰＯ法人島根出会い・無縁サポート
※申込書は、問い合わせ先に設置。

米子コンベンションセンター６階
４０歳ぐらいまでの独身男女の子どもをお持ちの親。
※子どもの同意があることが必要です。
男女各１５人。

第４回安来市・境港市共催「親の代理お見合い交流会」
子どもの結婚を真に望む親同士の代理お見合いです。話がまとま
れば、本人（子ども）同士のお見合いにつなげることができます。

●問・企画調整課 ℡２３‐３０５９
・ＮＰＯ法人島根出会い・無縁サポート（松江市）

℡０９０‐８２４３‐８０８１

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

９月２３日㈰１３時３０分～

安来市消費生活センター
安来市消費生活センター（市民相
談室内）では、市民の皆さんからの
消費者問題や生活に関するお困りご
となどの相談に応じています。
９月からは、次のとおり出張会場
を設けますので、気軽にご相談くだ
さい。

やすぎ懐古館一風亭

毎月第４火曜日 13 時 30 分～17 時
※９月は 25 日㈫に開催。

市内在住の消費者（個人）。
※事業者は対象外。
消費者問題（悪質商法や多重債務
などの事業者に対する苦情など）、
生活に関するお困りごと。
事前に、やすぎ懐古館一風亭（℡
２３‐０００７）にお申し込みい
ただくか、当日、会場でお申し込
みください。
※一風亭では、電話による相談は
受け付けていません。

毎月第４火曜日に開設します

●問市民相談室 ℡２３‐３０６８

９月７日㈮

出前

相談日時

場 所
対 象 者

相談内容

申込方法

日 時
場 所
対 象

募集人数
内 容
参 加 費
申込期限
申 込 先
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幸
盛
祭

●申
●問
広
瀬
●交
℡
３２‐

４
１
３
８

期
日

９
月
１６
日
㈰

場
所

三
日
月
公
園
お
よ
び
月

山①
幸
盛
マ
ラ
ソ
ン（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所

安
来
市
歴
史
民
俗

資
料
館
裏
側
広
場

時
間

▽
受
付
（
当
日
の
み
）

８
時
〜

▽
開
会
８
時
１５
分
〜

▽
ス
タ
ー
ト
８
時
２０
分

コ
ー
ス

お
子
守
口
↓
山
中
御

殿
↓
月
山
山
頂
。

参
加
料

無
料

賞
品

１
〜
３
位
に
商
品
券

（
一
般
）
ま
た
は
図
書
カ
ー
ド

（
小
学
生
）
。

参
加
賞

お
に
ぎ
り
、
お
茶
、

か
き
氷
、
登
頂
記
念
品
。

②
鹿
介
ウ
オ
ー
ク（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所

三
日
月
公
園
（
ふ

れ
あ
い
館
側
）

時
間

▽
受
付
６
時
５０
分

▽

開
会
７
時
２０
分
〜

▽
ス
タ
ー

ト
７
時
３０
分

コ
ー
ス

▽
上
り
…
三
日
月
公

園
↓
新
宮
橋
↓
お
子
守
口
↓
鹿

介
像
↓
花
の
壇
↓
山
中
御
殿
↓

月
山
山
頂
（
休
憩
）

▽
下
り

…
月
山
山
頂
↓
山
中
御
殿
↓
お

子
守
口
↓
富
田
橋
↓
井
上
赳
碑

↓
三
日
月
公
園
。

※
天
候
に
よ
り
、
コ
ー
ス
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
申
込

要
申
込
（
当
日
の

申
込
可
※
準
備
の
都
合
に
よ
り
、

参
加
賞
な
ど
を
提
供
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合

は
参
加
料
は
い
た
だ
き
き
ま
せ

ん
）

参
加
料

高
校
生
以
上
２
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料
。

※
当
日
、
受
付
の
際
に
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

参
加
賞

お
に
ぎ
り
、
お
茶
、

か
き
氷
・
記
念
品
（
月
山
山
頂

登
頂
者
の
み)

③
三
日
月
公
園
行
事

場
所

三
日
月
公
園

時
間

９
時
４０
分
〜
１０
時
５０
分

内
容

ひ
ろ
せ
保
育
園
（
虹
組

ち
び
っ
こ
太
鼓)

、
詩
吟
、
広

瀬
小
学
校
太
刀
舞
、
三
日
月
の

影
朗
読
ほ
か
。

そ
の
他

出
店
あ
り
（
そ
ば
、

お
に
ぎ
り
、
か
き
氷
な
ど
）

第
９
回
安
来
ど
じ
ょ
う
祭
り

●申
●問
安
来
ど
じ
ょ
う
祭
り
実
行

委
員
会
（
安
来
青
年
会
議

所
内
）
℡
２２‐

３
０
３
８

日
時

９
月
１７
日
㈪
㈷
１０
時
〜

（
受
付
９
時
３０
分
〜
）

場
所

中
海
ふ
れ
あ
い
公
園（
仮

称
）

す
く

内
容

実
践
ど
じ
ょ
う
掬
い
大

つ
か

会
、
ど
じ
ょ
う
の
掴
み
取
り
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ジ
ェ
ッ

ト
風
船
飛
ば
し
大
会
。

●
実
践
ど
じ
ょ
う
掬
い
大
会

特
設
プ
ー
ル
で
制
限
時
間
内

に
捕
獲
で
き
た
ド
ジ
ョ
ウ
の
総

重
量
を
競
い
ま
す
。

参
加
資
格

小
学
生
以
上
の
３

人
１
組
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
、
チ
ー
ム
構
成
は
自
由
）

参
加
料

１
チ
ー
ム
３
千
円
。

定
員

９０
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限

８
月
３１
日
㈮

表
彰

優
勝
〜
３
位
（
優
勝
賞

金
１０
万
円
）、仮
装
大
賞（
３
万

円
）、設
定
重
量
ぴ
っ
た
り
賞
（
ニ

ア
ピ
ン
賞
・
１
万
円
）
な
ど
。

そ
の
他

▽
屋
台
村
開
設

▽
ど
じ
ょ
う
の
掴
み
取
り
と

ジ
ェ
ッ
ト
風
船
飛
ば
し

大
会
は
参
加
無
料
（
事

前
申
込
不
要
）

▽
問

い
合
わ
せ
先
へ
の
連
絡

は
、
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前

中
に
お
願
い
し
ま
す
。

韓
国
料
理
教
室
〜
韓
国
の
文
化

に
ふ
れ
て
み
よ
う
〜

●申
●問
安
来
国
際
交
流
協
会
事
務

局
・
仲
佐
℡
２３‐

１
０
４
８

日
時
・
場
所

９
月
９
日
１０
時

〜
１３
時
、
赤
江
●交

講
師

上
山
根
氏
。

参
加
費

一
人
５
０
０
円
。

申
込
期
限

９
月
３
日
㈪

持
ち
物

コ
メ
（
一
人
１
合
）、

エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
。

第
５
回
安
来
楽
蘭
会
品
評
会

●問
安
来
楽
蘭
会
会
長
・
岩
田

℡
２３‐

１
５
５
４

泳
ぐ
宝
石
と
も
い
わ
れ
て
い

る
ラ
ン
チ
ュ
ウ
の
品
評
会
。
即

売
会
も
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

９
月
１６
日
㈰
１０

時
〜
１４
時
、
市
民
会
館
前
広
場

部
門

当
歳
の
部
、２
歳
の
部
、

親
の
部
。

出
品
数
・
各
賞

各
部
門
一
人

５
匹
ま
で
、優
等
賞
・
一
等
賞
・

二
等
賞
。

相

談
神話博しまね主会場（古代出雲歴史博物館横
特設会場※出雲市大社町）
安来節保存会、安来節演芸館、

ＨＡＮＺＯ氏（安来市ふるさと大使）。

現在、開幕中の神話博しまね主会場では、次の
３日間が「安来市デー」として設けられています。
期間中は、安来節公演などのステージイベント
や安来市特産品の物販ブースで会場を盛り上げま
す。皆さんのご来場をお待ちしています。

９月 15 日㈯～17 日（月・祝）

●問商工観光課 ℡２３‐３３４０

９月 15日～１７日は

安安来来市市デデーー

神話博しまね主会場

期間
場所

出演
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動
物
愛
護
週
間
イ
ベ
ン
ト

●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
７

「
見
つ
め
な
お
し
て
人
と
動

物
の
絆
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

日
時

９
月
２９
日
㈯
〜
３０
日
㈰

１０
時
〜
１６
時

場
所

松
江
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
カ

レ
ッ
ジ
（
松
江
市
東
朝
日
町
）

内
容

保
護
さ
れ
た
動
物
た
ち

の
写
真
展
、
犬
の
し
つ
け
方
教

室
（
１１
時
〜
・
１４
時
〜
の
２
回
）。

三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園
入
場

無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●問
三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園

℡
０
８
５
４‐

８６‐

９
５
０
０

安
来
市
民
を
対
象
に
、
10
月

と
平
成
２５
年
３
月
の
入
場
料
が

無
料
と
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
出
雲
神
話
の

舞
台
三
瓶
山
の
地
底
に
そ
び
え

る
縄
文
の
巨
大
地
底
林
へ
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

開
園
時
間

９
時
〜
１７
時
（
最

終
入
園
１６
時
３０
分
）

場
所

三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公

園
（
大
田
市
三
瓶
町
）

持
ち
物

免
許
証
な
ど
の
住
所

の
確
認
が
で
き
る
も
の
。

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
in
境
港

●問
美
保
基
地
渉
外
室

℡
０
８
５
９‐

４５‐

０
２
１
１

日
時

９
月
８
日
㈯
１８
時
３０
分

〜
２０
時
３０
分
（
１８
時
開
場
）

場
所

境
港
市
民
会
館

演
奏

航
空
自
衛
隊
西
部
航
空

音
楽
隊

そ
の
他

入
場
無
料
で
す
が
、

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。（
境

港
市
民
会
館
、
境
港
市
役
所
、

米
子
募
集
事
務
所
、
美
保
基
地

な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
）

太
極
拳
無
料
体
験
教
室

１０
月
に
１
カ
月
間
の
無
料
体

験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
●問

●●
安
来

▽
金
曜
日
１３
時
〜
１４

時
３０
分
、
安
来
中
央
●交
、
幡
田

公
代
（
℡
２２‐

０
３
２
０
）

▽
木
曜
日
１９
時
３０
分
〜
２１
時
、

安
来
中
央
●交
、
中
野
吟
子
（
℡

２２‐

４
６
３
６
）

▽
土
曜
日
９
時
３０
分
〜
１１
時
、

安
来
市
民
体
育
館
、
為
国
勝

（
℡
３７‐

０
４
２
６
）

●●
広
瀬

水
曜
日
２０
時
１５
分
〜

２１
時
４５
分
・
金
曜
日
９
時
３０
分

〜
１１
時
、
広
瀬
中
央
●交
、
吉
田

通
子
（
℡
０
９
０‐

４
８
０
２

‐

２
２
７
９
）

●●
伯
太

月
曜
日
19
時
45
分
〜

２１
時
１５
分
、
は
く
た
文
化
学
習

館
、
西
奥
浩
子
（
℡
３７‐

１
０

１
９
）

●●
荒
島

木
曜
日
１０
時
〜
１１
時

３０
分
、
荒
島
●交
、
池
田
満
喜
子

（
℡
２８‐

７
６
４
３
）

そそ
のの
他他

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

９月１６日㈰９時～１３時
※８時５０分までに和鋼博物館集合。

秋季特別展
徳持耕一郎「スイングする鉄の彫刻」展

公開講座（和鋼博物館友の会主催）
古墳・雲樹寺・清水寺・最大の前方後円墳

●申●問和鋼博物館 ℡２３‐２５００

８月 30 日㈭から定員に達するまで。
（定員に達しない場合は、当日も受け付け
ます）
小学生は保護者同伴。ラジオペンチ
をお持ちください。

永見英氏（和鋼博物館友の会会員・
安来市市民相談室長）
２０人（先着順）
８月３０日㈭～９月９日㈰

めいさつ

安来市内の名刹と考古学資料の眠る古墳を巡
ります。（参加無料）

９月２３日㈰、１０月１４日㈰
１３時３０分～１４時３０分
和鋼博物館（２階第２展示室）
徳持耕一郎氏（鉄筋アート作家）
申込不要。

カラーワイヤーを折り曲げて、動物や人物、
車などを作ってみましょう。

９月２３日㈰、１０月１４日㈰
１５時～１６時３０分
和鋼博物館（１階市民ギャラリー）
３０人（小学生以上が対象。先着順）

作品解説と、映像を利用したレクチャー。

９月２２日㈯～１０月３０日㈫
和鋼博物館（２階第２展示室）
一般５００円、高校生４００円。
※中学生以下無料。
①②とも参加無料。
※入場料は必要です。

和鋼博物館からのお知らせ

②カラーワイヤーで作ってみよう

①ギャラリートーク

申込受付

日 時

場 所
講 師
その 他

日 時

場 所
定 員

その 他

会 期
場 所
入 場 料

関連行事

日 時

講 師

定 員
申込受付
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